
戦争･虐殺を
再開するな!

■イスラエルが大虐殺を再開する危険が切迫
停戦協定の第1段階は3月1日に終わりました。米国は「第2段階」

の代わりに人質交換だけの「停戦延長」を一方的に提案し、これに勢

い得たネタニヤフ首相は提案を受け入れなければ戦争を再開すると

脅しています。2日にはガザすべての国境検問を封鎖し、食料や水

など人道支援物資の搬入を全面停止しました。すでに最大40万人の

予備役招集が決定され、軍は10日以内に戦争に入る（3日）と公表し

ました。凶悪な饑餓と虐殺再開が切迫しています。

トランプ大統領はこの動きを全面的に支持し、「人質を解放しろ、

でないと地獄を見るぞ」｢ハマスはガザから出て行け｣と一緒になって

脅しています。米国は6千億円の武器援助追加と、１トン爆弾4万発

の供給を約束し、戦争を再開しろとイスラエルを唆しています。

米・イスラエルは結託してガザへの戦争と虐殺を再開しようとして

います。イスラエルの蛮行と戦争に反対し、戦争を再開するな！の声を世界中から上げなければなりません。

■合意した停戦協定を自ら破壊する米国の提案
多くのメディアはハマスが停戦延長を拒否したかのように報道しています。それは意図的にねじ曲げられた報

道で、厳しく批判されなければなりません。

停戦協定で合意された第2段階は①捕虜・人質の交換だけでなく、②イスラエル軍の全面撤退、③恒久停戦＝戦

争の終結まで含んだものです。イスラエルは第2段階に向けての協議を一貫して拒否しました。その上で米国が提

案したのは単なる停戦の延長と捕虜・人質交換だけでした。イスラエル軍の撤退もなく、戦争の終結もしないというも

のです。協定の提案者である米国自身が第2段階を白紙に戻し、戦争の継続を前提とすると言い出したのです。

ハマスが受け入れられるはずがありません。戦争の終結と平和を望んでいるのはハマスであり、停戦協定合意

を破棄し、戦争と虐殺を再開しようとしているのは米とイスラエルです。国際社会は、何が何でも戦争を再開させ、

ガザの市民達を痛めつけ、国外に追い出し、領土を奪おうとするネタニヤフとイスラエルを徹底的に批判しなけれ

ばなりません。

■ ヨルダン川西岸での攻撃もやめよ！
イスラエルはもう一つの占領地であるヨルダン川西岸でも戦車などを使って攻撃を激化させています。3万人の住民

をジェニンなどから追い出しています。極右入植者と一緒になって武力でパレスチナ人の土地を奪っています。1月以

降100人近くの住民を殺しました。西岸も攻撃するな、土地を奪うなという国際的な圧力を強めなければなりません。

■ 日本政府はイスラエル支持を止め、恒久停戦を働きかけろ

日本政府が虐殺国家イスラエルを支持しているのは恥ずべきことです。米国とイスラエルに対して戦争＝大虐殺

再開に反対させ、停戦第2段階実施を要求させましょう。恒久停戦にさせるため、人道支援を実施させるためイスラ

エルに圧力をかけるよう要求しましょう。市民を虐殺するイスラエル支持をやめ、パレスチナ国家を承認するよう要

求しましょう。イスラエル軍や軍事産業と協力し、軍事ドローンの輸入をやめるよう声をあげましょう。パレスチナの人

々が民族解放を勝ち取るまで連帯運動を続けましょう。

停戦第2段階=戦争終結を受け入れろ！
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合意された停戦協定第2段階(42日間）

①イスラエル軍兵士の捕虜とパレスチナ

人収監者の交換

②ラファを含むガザからのイスラエル軍

全面撤退

③恒久停戦＝戦争の終結

米国・イスラエルの提案(42日間)

①捕虜と収監者の交換（その後戦争再開）

②認めなければ食料・水・薬・資材の搬

入を全面ストップさせる

すでにイスラエル軍は停戦開始から100

人以上のパレスチナ人を殺しています

米国と
イスラエルは



戦争をやめるまでボイコットでイスラエル協力企業に圧力を！

行動しよう！万博にイスラエルを呼ぶな！土地の日に連帯しよう！




